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今回は、補助⾦を活⽤しました。IoTを⽤いて、成
型機及び周辺機器をネットワーク接続し、成形条件
と品質データの⾒える化を⾏い、収集したデータで
⼯程進捗管理、品質管理、エネルギー管理と、機器
及び⾦型の計画保全を⾏う、射出成型⼯程管理シス
テムを⽬指しました。

成形メーカー製の⾒える化システムは異なるメー
カーの機器を接続することが難しく除外しました。

システムの選定にあたっては、インターネットで、
「⽣産管理」「モニター」などのキーワードで検索
して、何社か⽐較して導⼊検討を⾏いました

そのうち数社の話を聞きましたが、テクノシステ
ムが⼀番イメージと近かったですね。

というのも、全く⼀からの開発というは予算的に
も難しく、ある程度の⼟台が出来上がっていること
が求められました。

「実績班⻑」には、IoT(装置連携）の仕組みもあ
るようでしたし、使えるシステムだなというイメー
ジはできました。

すでにプラットフォームが出来上がっているとい
う印象を受けましたので、そこからオーダーを加え
ていけば、こちらの思い通りのシステムを構築する
ことが可能だと判断し、導⼊に⾄りました。

MADE IN JAPANを超える
「MADE IN 気⾼電機」を⽬指して

世界的にも評価の⾼いMADE IN JAPAN。

気⾼電機は⽇本の⼤⼿家電メーカー様ととも
に最新の炊飯器、ジャーポットなどの家電製
品の「開発から完成品までの⼀貫したものづ
くり」を⾏っています。MADE IN 気⾼電機
の誇りを胸に、世界中の⼈々に喜ばれる商品
づくりに挑戦しています。

1.⼀流の専⾨家、優れた職業⼈を多く育成し
社業の繁栄と成⻑を期し
永遠の⽣命を維持する企業とする。

2.顧客第⼀の精神に徹しまごころと感謝の念
をもって価値ある製品を良⼼的に供給しもっ
て社会の発展に貢献し取引先及び⼀般社会か
ら信頼される企業とする。

3.⾼⽣産は⾼配分を⽣むの原則に従い⾼能率、
⾼賃⾦を⽬標に我が社の繁栄と社員の幸福を
築き社員にとってその⼀⽣を賭して悔ゆると
ころのない企業とする。

※気⾼電機㈱HPより抜粋

https://www.ketaka.co.jp/
昭和44年6⽉設⽴
圧⼒ＩＨジャー炊飯器、電気ストーブ、電気湯沸ジャー
ポット、電気オーブントースター、加湿器、セラミック
ヒーター、⾚外線暖房器、コーヒーサーバー、紙幣計算
機 他製造。

【実績収集システム 導⼊のテーマ】

• 補助⾦を活⽤したIoT導⼊
• 不良品発⽣を未然に防ぐ
• 保全予知のためのビッグデータ
• 未来につながるヒトの育成

導⼊のきっかけ

真のシステム導⼊効果とは、ヒトの意識改⾰。
現状を知ることから未来が変わる。

実績班⻑シリーズ 実績収集システム 導⼊事例

気⾼電機株式会社 様

プラットフォームが出来上がっており、導⼊イメージが容易だった

■ 各種受賞⼀覧

2017年 3⽉
経済産業省中⼩企業庁「はばたく中⼩企業⼩規模
事業者300社」に選定される

2017年 12⽉
経済産業省「地域未来牽引企業」に選定される

他多数の受賞履歴あり
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⾦型温度 ⾦型温度

1. 稼働率向上
「実績班⻑」を導⼊したことで、当初から

予測していた通りの進捗モニタリングが出来
ています。

⽣産進捗の⾒える化により、⼈のミスで次
⼯程の⽣産準備が間に合わないことにより発
⽣していた不稼働ロスがなくなりました。段
取り準備の最適化により休⽌時間の短縮、稼
働率向上にも繋がりました。
2. 不良損⾦額低減

これまでは、不良品が出来上がってしまっ
て初めて、設備の不備が発覚するということ
がほとんどでしたが、温度データなどをきち
んと取ったことで、⾦型の冷却不全の傾向が
⾒え、不良品が発⽣するラインが分かるよう
になりました。
3. 品質管理

製品重量の計測及び合否判定の⾃動化を⾏
い、さらなる品質向上を⽬指しています。
真の効果とは、

これらの事は、導⼊検討段階から想定通り
の効果ではありますが即効性がありました。

「実績班⻑」を導⼊したことで、無駄をな
くし、ミスを事前検知することで、イレギュ
ラーに発⽣し得る不良を未然に防いていると

いう実感があります。
しかし、我々の最終⽬標としては、IoTの

活⽤です。そういう意味では、まだまだ過程
にあるといえます。

「実績班⻑」により、データ収集はできて
います。今後は、そこから、収集したデータ
の分析を進めていき、予兆管理、予防保全に
取り組んでいくことが最終到達点であると考
えています。

新しいシステムの導⼊時には、効果測定、
投資対効果が⾒えるのか？ということが経営
者にとっては重要なポイントになってくると
思います。

しかし、定量的な⽬に⾒える効果だけでは
ない部分の効果がじつは重要であると考えま
す。

今まで現れていなかった、機械の稼働状況
や進捗が浮き彫りになってからの、それにか
かわるヒトの⾏動や意識の改⾰がもっとも⽣
産性向上にとって重要です。

情報が⾒えるようになってから、作業員⼀
⼈⼀⼈が、⾦型の冷却効率を上げるにはどう
したらいいか、稼働効率を上げるには？とい
うことを考えるようになり、最終的にサイク
ルタイムを意識するようになってくるのだと
思います。

導⼊の効果
実績班⻑導⼊事例

まだまだ、道半ば。スマートファクトリーとしての完成形を⽬指します

愛知県豊橋市神野新⽥町字トノ割２８番地
営業部 ／ TEL 050-3818-1780
http://www.technosystems.co.jp

製品・掲載内容に関するお問い合わせは、以下にお願いいたします。 ※掲載内容は2018年11⽉時点のものです。
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Ⅰ.⽣産状況の⾒える化

Ⅱ.継続的な⼯程改善
1. 作業ロス・ムダ取り
2. サイクルタイムの短縮
3. 不良の削減
4. 予防保全
5. 精度の⾼い標準化

ビッグデータ活⽤

⽣産開始・終了
サイクルタイム 他

⽣産開始・終了
サイクルタイム 他

⽣産開始・終了
サイクルタイム 他

• タクトタイム
• 製品仕様(機種、材料etc)
• ⽣産条件(⾦型温度、材料温度etc)
• ⽣産機種
• ⽣産数量

• ⽣産時間(開始-終了)
• ⽣産数量
• ⽣産重量
• サイクルタイム
• ⾦型温度

IoTサーバ

冷却⽔温度

⽣産指⽰ ⽣産情報
品質指⽰

品質合否判定

マスタからの条件
冷却⽔の経路

サーバーから成形機への指⽰
成形機・⾦型・材料等の情報

⼊⼿したデータの活⽤導⼊システムイメージ


